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人財開発専門委員会では、界面ナノ電子化学研究会およ
びインダストリアルチャプターと合同で応用物理学会シン
ポジウム・ランチョンセミナーを企画・開催しています。
2018年3月特別シンポジウム（早稲田大学）からスタートし
た本シンポジウムは、学会内でも人気のシンポジウムとし
て定着し、応物学術講演の中でも大変注目されております。
今回で14回目を迎える本企画は、2026年3月16日（月）に学
術講演会会場である東京科学大学・大岡山キャンパスおよ
びオンラインのハイブリッドで開催しました。

「就活生必見！」シリーズシンポジウム
応用物理学会シンポジウムは人財開発専門委員会の前身

である大学プロジェクトのイベントとして始まりました。
応用物理学会関連の技術者交流から着想されたもので、
2017年に界面ナノ電子分科会、産学協働研究会（現インダ
ストリアルチャプター）および SEAJ で共同企画・提案さ
れたことが始まりです。
半導体の製造においては、常に技術的なブレークスルー

が求められ、過去もそして現在も業界関係者が一丸となり

新たな開発へ挑んでいます。シンポジウムは半導体業界に
関わる技術者の方々に未来へのビジョンとそれを実現する
ための挑戦の数々について、次代を担う学生の皆様に語っ
ていただく場として企画しています。
今回のテーマは、「就活生必見 !! 理科学の知と技術者の挑

戦 ～AI ×半導体の新世界～」でした。AI は、仕事だけで
なく、公共サービスや普段の生活にも幅広く活用されてい
て、すでに身近なものになっています。そして、これから
もAI の活用の用途は拡大をみせることが予見され、例え
ば少子高齢化による人手不足など私たちがこれから抱える
社会的な課題に対するソリューションの一助として期待さ
れます。このようなAI を活用した社会の更なる発展に不
可欠となるのが半導体の進化であり、またその半導体の進
化を支えるのが製造装置となります。
今回のシンポジウム参加者数は231名（現地129名＋オン

ライン102名）と大盛況でした。本シンポジウムは春と秋に
開催され、通常の春開催の参加人数は秋開催に比べ少ない
傾向がありますが、過去の春開催実績を大幅に上回り、秋
開催並みの集客を達成しました。
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今回、基調講演には、日経ビジネスのAI リーダーズ100
にもご紹介された、Preferred Networks の代表取締役社長 
岡野原大輔様をお迎えし、「半導体の進化を生み出す知能」
をテーマに、AI の進化、AI の今後の広がり、そしてAI の
更なる進化については半導体とそれを支える半導体製造装
置が重要であることを、お話いただきました。厚生労働省
の「現代の名工」にも選出された日本を代表するAI 研究
者でもある岡野原様の講演は、事務局でも今プログラムで
も目玉の企画であると自負しており、実際に、本講演を目
当てに学生だけでなく多くの社会人の参加者も散見され、
会場も満席となるような盛況ぶりでした。熱のこもった
岡野原様の講演は、参加者を引き込み、また会場を熱気に
包み、過ぎる時間の速さを感じるものとなりました。シン
ポジウムアンケートでも、「AI 全体の動向がよくわかり、
大変勉強になった」との嬉しいコメントを頂きました。
基調講演後には半導体関連企業9社による技術者講演が行
われました。シンポジウムのテーマである「理科学の知と
技術者の挑戦 ～AI ×半導体の新世界～」の通り、様々な
経歴や経験の異なるエンジニアの皆様が、半導体並びに半
導体製造装置の開発を通して体験された自身の仕事へのや
りがいやイノベーションへの飽くなき挑戦を、強い情熱を
もってわかりやすく、各社10分の限られた持ち時間で余す
ことなく語っていただきました。それぞれのご講演者より、
ハードウエア（装置）、プロセス、計測、データ解析など様々
な分野でのAI 開発もしくはAI を活用した業務について
語っていただき、学生の皆さまにとっても、自身の将来を
投影できる技術者の講演により、今後の研究はもちろん、シンポジウムパンフレット
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卒業後の進路選択に大きな参考になったものと期待してい
ます。また今回は、初めての試みとして、講演の途中でコー
ヒーブレイクを設定したことにより、参加者は事務局が用
意したドリンクでリフレッシュしながら、3時間の長丁場を
有意義に過ごせたと思います。
そして、技術者講演のあと、最後に SEAJ の渡部潔専務

理事より閉会の挨拶をいただきました。
各社の講演をお聞きして、社会的な課題解決に向けた先

端半導体の開発には、様々な分野の専門性をもった技術者
の皆さまによる日々の研鑽と飽くなき挑戦による情熱の賜
物だということに改めて気づかされ、事務局も大きな刺激
を得られました。

ランチョンセミナー
本ランチョンセミナーは、応用物理学会シンポジウムの

コラボレーション企画として、例年シンポジウムの前後に
半導体業界の魅力を発信する目的で実施しています。これ
は、将来の半導体業界を担うことが期待される応用物理学
会の学生会員の皆さまを中心に、半導体業界をどのように
捉えて理解していただいているのか、業界・企業のどのよ
うなことを知りたいのかなど、就職活動や就職に対する不
安に対し、リアルな情報を提供することで、半導体の世界
に興味関心を少しでも持っていただくきっかけにしたいと
いう想いで誕生した企画になります。今回は、2025年3月に
引き続き、シンポジウム前に本セミナーを開催するという

試みでしたが、事前に準備したお弁当が開始前に完売する
ほどの盛況ぶりでした。「学生のためのランチョンセミナー
『業界研究：“中の人”が語る、半導体業界で働く魅力』」と
題し、参加者全員がインタラクティブにコミュニケーショ
ンできるアプリケーションを活用し、会場全員が参加する
人気の企画です。参加者がスマートフォンで匿名投稿した
質問に対し、シンポジウム登壇者がパネリストとなり本音
で回答し、そのパネリストの回答に対する参加者の反応を
リアルタイムで確認しながら、交流を深めるものです。
今回は、新たな取り組みとして、「就活お悩み100本ノック」
と題して、岩本花子委員（SCREEN セミコンダクターソ
リューションズ）と林義之委員（日本マイクロニクス）が、
限られた時間で、その場で寄せられた質問に次々と回答し
ていくことにチャレンジしました。2人の絶妙な掛け合いで
行われる本セミナーは参加者からのアンケート結果も好評
で、うれしいコメントも多数寄せられています。
就職活動を進めるうえで、学生の皆さんにとって関心の

ある様々な質問（仕事のやりがい、働くうえでの苦労、英
語の使用頻度など）をいただきましたが、時間の関係で回
答できなかった約40個の質問につきましては、後日、委員
メンバーと講演者にご協力をいただきQ&Aリストを作成
し、SEAJ のWeb ページに本年9月末まで掲載し、どなた
にでもご覧いただけるようにしています。
本ランチョンセミナーのもう一つの目玉である「豪華な

お弁当」につきましては、企画段階からメンバーで議論を
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重ね、少しでも参加者の皆さまに満足いただけるように心
がけています。委員メンバーの所属会社若手社員に事前ヒ
アリングをおこない、「学生は肉が好き」という意見をもと
に、様々な肉（牛肉、豚肉、鶏肉）が少しずつ入った幕の
内弁当を用意しましたが、参加者の皆さんには高い評価を
いただいています。
本企画はシンポジウムのひとつのイベントとして定着し、

参加者にとって有意義な場として、好意的に評価いただけ

ていると感じます。今回のランチョンについては、目の前
の反対側の会場でもランチョンセミナーが開催されていた
にも関わらず、セミナー参加者のうち、約2割がリピート参
加という結果が得られています。就職活動に直面する学生
の皆さまにとっては、抱える不安を解消して、より前向き
な就職活動につなげることの一助になったものと感じてい
ます。そして、このシンポジウムやランチョンセミナーを
通じて、「半導体関連産業の仕事が様々な専門分野と関連し
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ている」こと、「様々なバッググラウンドを持つ方々が活躍
している」こと、「学んできた専門知識や取り組み方が活か
せる」こと、「就職後にも選択肢があり、やりがいやキャリ
ア形成は自ら育むことができる」こと、「社会的課題の解決
に貢献できる」ことなどを感じ取っていただけたものと考
えています。

次回の応用物理学会シンポジウム
今回のシンポジウム、ランチョンセミナーも大変好評で

あり、学生の皆さまをはじめとする聴講いただいた皆さま
に半導体業界の重要性や面白さについて認識いただけたも
のと確信しています。そして、講演者として参加いただい
た技術者の皆さまも普段接点のない専門家同士で交流する
ことができ、良い刺激を受けることができたものと考えて
います。
春の応用物理学会は終わったばかりですが、秋の開催に

向けて、準備がスタートしています。次回、2026年秋の応
用物理学会学術講演会は2026年9月8日～9月11日に、北海道
札幌市の北海道大学札幌キャンパスで開催されます。人財
開発専門員会として、引き続き業界関係者や学生の皆さま
に満足いただけるイベントを企画・開催していきます。
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